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草根混在。軽石が散在。表土 褐黒

葉理が弱く発達する細～中粒砂。
軽石･安山岩の細礫が散在。

礫混り
砂 灰褐

軽石が主体。軽石形状･火山礫含有率
などから3ユニットに区分される。
(Ma-g～i)

軽

石

褐灰
～灰
橙

細粒ガラス質｡葉理発達。(Ma-j）火山灰 灰
全体に橙色軽石が散在する。葉理の弱
く発達した火山灰質砂(Ma-k?)が挟在
する。

腐植土 褐黒

円～亜円礫主体で基質はシルト質
粗粒砂。礫種は安山岩主体で泥岩
･緑色凝灰岩･閃緑岩礫を稀に含
む。上方へ礫径･含礫率減少し、
上部は火山灰質砂質シルトへ漸
移。
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礫

灰
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褐

灰

塊状～弱く葉理の発達する円礫
岩。基質は凝灰質細～中粒砂。礫
種は安山岩･軽石主体で珪長岩礫
を稀に含む。所々凝灰質シルト岩
薄層が挟在する。層理面は20～30
°程度で傾斜する。
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礫
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灰～
明
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不淘汰砂質で弱く葉理が発達す
る。全体に安山岩･軽石の亜円～
亜角礫が点在する。

凝灰質
シルト
岩

灰

褐

円～亜円の細～中礫が主体で、基
質は凝灰質細粒砂。
上部は軽石質。下部は相対的に安
山岩･緑色凝灰岩礫が目立ち砂質
である。
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灰

質

礫

岩

明

灰～

黄

灰

葉理(傾斜5°)が弱く発達する細
粒砂。凝灰質シルト岩の薄層が挟
在する。14.83～14.92m:材化石。

凝灰質
砂岩

黄灰
～褐
灰

軽石･木片が散在し、全体に比較
的炭質。凝灰質砂岩薄層が挟在す
る。

凝灰質
シルト
岩

暗褐
～明
灰

葉理が発達する中～細粒砂が主体
で、凝灰質礫岩･シルト岩の薄層
が数層挟在する。軽石･デイサイ
ト･安山岩･玄武岩礫が散在する。
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灰

質

砂
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褐

灰～
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塊状で軽石･安山岩･玄武岩礫が散
在する。最下部は礫を多含する。

凝灰質
砂質シ
ルト岩

褐

橙

細～中粒砂が主体で軽石･安山岩･
玄武岩の礫が散在する。上部は葉
理が発達する。

凝灰質
砂岩

橙褐
～淡
灰

級化構造発達。上部は炭質物･木片を
含む。下部は軽石質。層理面の傾斜は
10°程度。
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シルト
質砂岩

灰～
明灰

塊状。比較的淘汰が良い。
スコリ
ア凝灰
岩

黄褐

塊状。下部はスコリア散在。
軽石凝
灰岩 明灰

全体に軽石質で葉理が発達する。
中～下部は中粒～粗粒砂が主体。
上部は極細粒砂主体。層理･葉理
面の傾斜は5°。

軽石質
砂岩

黄灰
～明
灰

葉理(10°程傾斜）が発達し、稀
に炭質物が散在する。

砂質シ
ルト岩

明灰
～黄
灰
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